アメリカ黒人と｢西部｣ by 関口,功
アメ リカ黒人 と 「西部」
関 口 功
目 次
1. 序 … … ・… ・… … … ・・… … … ・… … … ・… … ・… ・・… … 一 ・… … … 一4
2. 毛 皮 商 人 た ち ・… ・… … … … … ・… … ・… … ・… … ・・… … … … … … ・・6
3. 初 期 値 」異 者 た ち … 一 … ・… ・… ・… ・・… ・… … ・… ・・・… … … … … … …8
4. 西 部 に お け る 奴 隷 制 度 … … … … … ・… ・・… … … … ・… ・… ・・… … … ・12
5. カ ウ ボ ー イ た ち … … … … … … ・・・・… … … … ・… … ・・… ・・… ・・… …17
6. バ ッ フ ァ ロ ー ・ ソ ー ル ジ ャ ー た ち … ・… … … … … ・・… … ・・一 … …....lg
7. 財 ～ ・ ・ φ ・ ・ …'・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 一 ・ ・ 。 ・ ・ ・ … 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …21
*初出の木名の表記につ いて
本 文 中,カ ナ 書 き表 記gう え,カ ッコ内 に欧文 の原名 が 入 って い る人 名 は,そ の人 が


























































ア メ リカ黒 人 と 「西部 」
関 口 功
1.序
今 日ア メ リカ研 究 に多少 と もか か わ りを もつ者 で あれ ば,ア メ リカの西 部 とい う言葉 が も
つ歴史的な多様 なイメー ジや意味を,あ る程度思 い起こす ことは可能であろう。だがなん と
言 って も,さ まざま な批判 や 修正意 見 が あ ったに しろ,い ま とな って は古典 的な1っ の西 部 へ
の ロマ ンチ ック な考 え方 が,ほ ぼ 定 着 して い るよ うに思 え るの だが,ど う であ ろ うか。
ア メ リカ の 広 大 な大 地 に ひろが る フ ロ ンテ ィア と い う概念 を,西 部開 拓 の推 進,い わ ゆ る
西漸運 動 と結 び つけて説明 したのが,歴 史家FrederickJacksonTurnerであ った。周知 のように,
ター ナ ーは フ ロ ンテ ィアが,ア メ リカの文 化 や文 明 を説 明 す る主要 な因 子 と考 え,こ れ を ア
メ リカ の発 展 を解 く鍵 とさえ みて い た。 そ して 「ア メ リカ の歴 史 は主 と して大 いな る西部 へ
の植 民 の歴 史 で あ った 」 と言 い切 る。 言 いか え れば,た え ず西 へ と後退 す るフ リー ・ラ ン ド
の フ ロ ンテ ィアが,ア メ リカの歴 史 を築 い て きた と い うこ となの だ。 これ は当i寺と して は ま
さ に斬 新 な解 釈 で あ り,こ の史観 は た ちま ち国民 の あ いだ に定 着 した。
タ ーナ ーが 考 え て いた ら しい フロ ンテ ィアの最 先 端 をゆ く人 た ち は、 探 険家,狩 猟家,イ
ンデ ィア ンを 取 引 き相 手 とす る毛 皮 商 人,伝 道者,鉱 夫,牧 夫 な どで あ るが,彼 らは総 じて
人 自然 のなかで生活 す る,進 取の気性に とんだ勇気のある人たちであった。
と ころで,私 たち は オラ ンダ商船 が ヴァ ジニ ア植民地 の ジ ェー ムズ タ ウ ンに,20人 の ア ブ
リカ黒人を年期契約の労務者 と して売却 した1619年という年を,ア メリカ黒人が北米大陸 と
最初 にかかわ りを もった歴史的な年(内 実 は奴隷貿易がは じまった年)と して教え られて き
たが,そ れ 以 前 には,彼 らが 北米 大 陸 と交 渉 を も った こ とは なか ったので あろ うか。
手 許 に あ る年 表,77r8C1置roπ0108'cα'Hなfo1:yq々'zε1》e8ro"副'～～εr'co(MentorBk.,1969)に
よ る と,ア メ リカ 黒 人 の歴 史 は,コ ロンブス が新 大 陸 を発見 して,バ ハ マ 諸島,キ ューバ を
探 険 した 年,1492年 か ら は じま って い る。149211か ら1619年 ま で の1001年 間 に,た と
曹
え主 役 でな い に して も,な ん らか の か た ちで,史 上 に ア フ リカ 無 人 と して,そ の存 在 を確 認
で き る件 数 は,北 米 本 土 に 関す る事 例 のみ で,6件 にの ぼ る。
ア フリカ無人が北米大陸に事実上の奴隷 として運 びこまれ る16豆9年以前にも,彼 らはすで
に この 大陸 の うえ に,'多くは スペ イ ン人 の従者 と し:て,確か な足跡 を残 して いたの であ る。 こ
の ス ペ イ ンの 植 民地 獲 得の 風 潮 は,カ トリ ック伝 道所 の建 設 熱 とな って,カ リフ ォ一二 ア沿
一4一
アメリカ黒人と 「西部」343
岸地帯を舞 台に,19世 紀前半 まで つづ くのであ る。太平洋沿 いにつつ く都市 の名前,SanDiego,
SantaBarbara,SanFrancisco,LosAngelesをみ て も,当 時 の 神 父 た ちの 並 々 な らぬ 布 教 ・伝
道 の意欲 が わか るとい う ものだ。 つ ま り歴 史の幕 明 け以前か ら,ア フ リカ黒 人 は北米 大 陸の,
と くに太平洋沿岸地域に浅か らぬ因縁で結ばれていたのであ る。だが この現象は,ル ネサ ン
スにつつ く大航海時代の余波か ら生まれた結果であ って,本 稿でい う西 部開拓 とはあま り関
係 が な い。 ア フ リカ黒 人が,す で に彼 らの意 志 にか かわ りな く,ヨ ー ロ ッパ人 によ って ア フ
リカか ら拉 致 され て,白 人 のた め に労 力 を提 供 させ られ て いた とい う事 実 だ けを,こ こで は
強調 して お き た い。
これ まで私 た ちは,フ ロ ンテ ィアの主役 は 白人 とイ ンデ ィア ンた ちだ け だ とい うハ リウ ッ
ド流 の神話 に騙 されつ づ けて きた。 勇敢 な探 険家,色 の 浅 黒 い猟 師,野 蛮 なイ ンデ ィア ン,
や さ しい宣教 師,勇 気 あ る男女 の 開拓者,ハ ンサ ムな騎 兵 隊,英 雄的 な カ ウボ ーイ 等 々 の姿
が,二 瞬 の うち に脳裏 に閃 く。 と ころが 黒 人 につ いて は い っこ うに言 及 が な いの だ 。 た ま に
触 れ られ るこ とが あ って も,そ れ は従来 か らの奴隷 の ステ レオ タイ プ 労 働 した り歌 った り
して い る単 純 な 自然 児,気 ま ぐれ で無責 任,無 知で 狼褻,迷 信 ぶ か い原 始 人等 々の イ メー ジ
…一か ら1歩 もぬ け出 して い ないのだ。 つま り西部 にお ける黒人 とい うテ ーマ 自体が,こ れ ま
で研 究 上,視 野 に入 って こな い盲 点 で もあ った。西 部 その もの を論 じた歴 史 ・文 学 に関 す る
研究書や資料は,こ れ までに万巻 に達する量に もなろうが,内 容を西部で生活 して いた黒人
たちにか ぎれば,そ の情報源 も資料 もきわめて乏 しいことに,い まさらなが ら驚か ざるをえ
な い。 それだ けに,た とえ1'部分 であ ろ うと,こ の未知 の領域 に接 してみ て,私 は黒 人 たちが
築 い て きた西 部 の歴 史 の1駒1繭 に,新 鮮 な驚 きと興奮 を禁 じえ なか った 。
ター ナ ーが 言 うよ うに,地 域 と しての 「西 部」 は,時 代 と と もに変化 して きて い る。 だ が
こ こで言 う 「西部 」 とは,ミ シシッピー川以西の,今 日言 うと ころの山岳地 方8州(モ ンタナ,
ワ イ オ ミ ン グ,ア イ ダ ホ,ネ ヴ ァ ダ,ユ タ,コ ロ ラ ド,ア リゾ ナ,ニ ュ ー メ キ シ コ)と 大 平
原 地 方 の9州(ミ ネ ソ タ,ノ ー ス ・ダ コ タ,サ ウス ・ダ コ タ,ネ ブ ラ ス カ,ア イ オ ア,ミ ズ ー
リ,カ ンザ ス,オ ク ラ ホ マ,テ キ サ ス)な ど を 含 む い わ ゆ る 旧 西 部(theOldWesl)で あ る。
1777～1858年 当 時,ミ ネ ソ タ,ア イ オ ア,ミ ズ ー リ,テ キ サ ス(1845年 に 併 合),の 諸 州
璽
に隣接 して西 に ひろが る広 大 な地 域は,い わゆ る準州(ネ ブラスカ,ユ タ,カ ンザス.ニ ュ ー
メキ シコ,ワ シ ン トン,オ レゴン等 に区分 され た)で あ った。 また ここで取 りあ げ る時 代 は,
準 州 へ の移住 が み られ る よ うに な った1830年 ごろか ら,フ ロ ンテ ィア消滅 後 の1900年 ごろ
までの 約60年 間 で あ る。
人 口の西部 地域へ の全般的 な流入 は,実 際 には前述 のよ うに,1830年以 後 には じま ったが,
それ以前に も少数の黒人たちが西部 にいた らしいのだが,1840年の国勢調査 までは全 く記録
がないのである。公有地配分 に関する連邦議会の活動が影響 して,多 くの人たちが西部へ移
住 した。 自由黒 人 の なか に は,あ き らか に それが 励 み とな って西 部 へ移 住 した人 もい た。 地
域 によ って は,奴 隷 や 自由 黒人 の導入 を法 律 に よ って禁 じる と ころ もあ った が,そ れ とて も
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深南部諸州の法律 ほどにきび しい ものではなか った。 しか し全般的に言 って,黒 人の移住の
根本原因は,1830年ごろに目だつようにな ってきた奴隷制反対の宣伝の結 果ではなか ったよ
うだ。む しろ黒人たちの西漸運動は,ア メ リカの西漸運動のi部 としてみるのが,最 も妥当な
評価のようである。全体 と して,ほ かの人種 グル ープを西部へ引 きつ けた同 じ要素 が,黒 人
人 口 を西部 へ 引 きつ け た と言 って い い。
2.毛 皮 商人 たち
毛 皮 商 人LouisJoliet,JacquesMarquet重e神父,5人 の 白 人 ・黒 人 の 運 び 歴 た ち が,数 艘 の カ
ヌーで ミシシ ッピー川 を下 って,ア ーカ ンソー川の 河 口 まで きた1673年以 来,黒 人 た ち は ア
メ リカ大陸の内部へ入 ってゆ く毛皮交 易の探 険隊のなか で,長 い予想外の役割 を果た して き
たので ある。毛皮への需要 が世界の市場で高 まるにつれ て,多 くの探険家たちが毛皮産業で
活躍 す るよ うにな った。
JedediahSmith,JamesBridger,KitCarsonらの 白人 の 毛 皮 罠 猟 師 とな らん で,黒 人 の な か に も
傑 出 した猟 師 た ちが いた。 なか で も最 も有 名 なの は ジェ ームズ ・P・ペ ックワ ース(JamesP.
Beckwourth)であ ち う。 彼 は1798年,ヴ ァ ジニ ア 州 フ レ ドljック ス バ ー グ に 生 まれ,父 は 白
人で独立戦争の将校であ り,母は黒人とイ ンデ ィア ンとの混血女性(1説 には黒人奴隷)で あ
った。 セ ン トル イス の鍛 冶 屋 で5年 間働 いた の ち,西 部へ 逃亡 した。1823年毛 皮 罠 猟 師 とな
り,翌 年WilliamH.Ash置eyとAndrewHenryとの探 検隊 に偵察 兼 猟師 と して参 加 した が,イ ン
デ ィア ンの クロー族に見込 まれて その養子 とな り,た ちまち機敏 な才能を買われて部族の指
導 者 と な って,酋 長 の娘 と結 婚 した。 彼 は ク ロ一族 を率 いて,宿 敵 プラ ッ クフ ッ ト族 と い く
ど も激 しい戦 闘 を繰 返 した。1834年 ごろまで ク ロ一族 と生 活 を と もに した が,イ ンデ ィア ン
の他 の数 部 族 の 女性 を次 々 に妻 に した と も言 わ れ て い る。 存命 中,彼 は 金鉱 探 し,ガ イ ド,
毛 皮 商人,会 社 代理 人,軍 隊 の偵 察 者,兵 隊,狩 猟 家 と して 働 いた。1850年代 の 初 期,シ ェ
ラ ・ネ ヴ ァダ山脈 を透 って サ クラ メ ン ト盆地 にい た る山 道 を発 見 し,今 日 この 峠,lh頂,峡
谷,近 くの町には彼 の名前がつけ られて いて,文 字通 りこれは西部史にその名を永久に残す
発 見 であ った 。1864年,彼 はアパ ッチ戦争 に ア メ リカ 軍側 につ いて参 加 し,そ の後 コ ロ ラ ド
のデ ンヴ ァーで 死亡 した。 辺境 人 と して のべ ッ,クワースの 波瀾 万 丈の生 涯 は,T.D.Bonnerの
編 集 に よ る 『ジ ェ ー ム ズ ・P・ ペ ッ ク ワ ー ス の 生 涯 と 冒 険 』(T/reLrjeandAdventuresof/o〃～ε∫
Rβ εc㎞ノo〃r所,1856)に記 録 さ れ て い る が,こ れ は ペ ッ ク ワ ー ス の 求 め に 応 じて,ボ ナ ー が
彼の 口述 をまとめた ものである。故意か偶然か,彼 が黒 人であ ることに全 くふれ られていな
い し,母 親 の 素 性 に つ いて も言及 が な い。
西 部 の発展 に際立 って貢 献を した も う1人 の罠猟 師 エ ドワー ド ・ロー ズ(EdwardRose)に
つ いて は,そ の 活動 あ 記録 が ない ので,不 明 の 部分 が 多 い。 生 まれ は ケ ンタ ッキ ーで,父 は
白人,母 は黒 人 で あ った ら'しい。1/8以 上 の黒人 の 血 を持 って い るた め,彼 は黒 人 と して扱
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われ た。氏 素 性 は ま こと に担 え ど ころが な いのだ が,開 拓 に果 た した彼 の 貢献 は判 明 して い
る。
1823年,アシュ リ探 険隊が ミズ ー リ川を湖 って い ったと き,ロ ーズは イ ンデ ィア ンの カ ド一
族 と生 活 して いた ら しく,ア シュ リは彼 を雇 うこ とに躊躇 したが,彼 が ク ロ一族 の言 葉 ば か
りか,他 のイ ンデ ィア ン部族 の言葉 に も明 るいのを知 って,彼 を雇 った。 彼 は期 待 に背 か ず,
彼を 通 じて部族 との商取 引 きが お こなわれ た。 しか しア シュ リとそ の1行 が ア リカ ラ族 に急襲
され たの は,ロ ー ズのせ いで はな く,ア シュ リが ローズか ら受 けた警 告 を無 視 した た め で あ
った 。 そ の 後 イ ンデ ィ ア ン討 伐 に,HenryLeavenworth大佐 が ミズ ー リ川 を 分 遣 隊 を 率 い て 湖
って い った と き,彼 を 通 訳兼 ガ イ ドと して 雇 った。 レヴェ ンワー スは言 う,ロ ーズ 以外 に イ
ンデ ィア ン部 落 に入 って ゆ け る者 は いなか った。彼 は イ ンデ ィア ンを熟知 して い る勇敢 な冒
険心 にとんだ男だ と思 う,と 。 ローズは28231,ロ ッキ ー山脈 中 の峠 サ ウス ・パスの 探険 に,
通訳 と して,毛 皮商人 で 探険 家 の ジェデ ィダイ ァ ・ス ミス と罠 猟 師 で開拓 者 のJamesClyman
に同行 し.奥 地 の クロ一族の 領域 にまで入 った。 それ以前 に その地 域 に足 を踏 み入れ たの は,
彼 しか いなか ったか らで あ る。 彼の おかげで,1行 がサ ウス ・パ スへ 向か って い った こ とは 十
分考 え られ るこ とで あ る。 もっと も1行 が峠 に着 くまえ に,彼 は1行 か ら姿 を消 して しま って
いた が。 彼が サ ウス ・パ スの所 在 を つ き とめ る手助 けを した と して も,そ の功 績 は 記録 に は
残 って いな い。1832年の秋,彼 は ア リカ ラ族 によ って殺 害 され た。毛 皮交 易活 動 に ローズの
果 た した役割 の評 価 は,歴 史 家 に よ りま ち まちで あ る。
中西 部 で代 々有名 な毛皮 商 人 と して繁栄 して いた人 た ちにボ ンが家(TheBongas)があ る。
ス テ イ ー ヴ ン(Stepper)とジ ョー ジ(George)とは,ミ ネ ソ タ と ウ ィス コ ン シ ンの 未 開 地 で
毛皮取引きに従事 し,彼 らとその1族 とは これ らの州の歴史 に大 きな影響をあたえた。毛皮 を
扱 う辺 境 では,他 の黒人 たちの場 合 もそ うで あ るが,彼 らが西部 に自由黒 人 と して きたのか,
そ れ と も奴 隷 と して きたの か,こ れを確 か め るのは容 易 な こ とで は なか った。 ボ ンが家 のllll
統 に は諸説 あ って,い っ ごろ どの よ うな経 路 で中西 部 に入 って きた のか決 め難 いが,ど の説
を と ろ うと,祖先 が 黒人 で あ った こ とは まちが いないよ うで あ る。祖 先の 素t生が不 明 だ とい う
こと には,黒 人 の場 合,や む をえ な い事 情 もあ った 。黒 人た ちの なか に は西部 に逃 亡 して き
,
た奴 隷 もいた わ けで,彼 らが 自分 た ちの経 歴 を ほ とん ど語 りたが らな いの は,む しろ当 然 の
ことで あ った ろ う。
1789年ごろ生 まれ た ステ イー ヴ ンは,ス ペ リオル湖 地域 で生 活 した毛皮 罠猟 師 で,「 湖 を
統 べ る最 初 の 白人」 と呼 ばれ たが,こ れ は イ ンデ ィア ンた ちが,イ ンデ ィア ン以 外 の人 を誰
で も白人か ア ング ロサ ク ソン系 の入 と考 え て いたか らで あ る。 ジ ョー ジは1802年ご ろダル ー
ス近 くで生 まれ,モ ン トリオ ー ルで学校 教 育 を受 けて か ら,チ ペ ワ族 の女 性 と結 婚 した。 英
語,フ ラ ンス語,チ ペ ワ語,そ の他数種 族 の イ ンデ ィア ンの言 葉 を話 し,そ の道 の専門 家 で
あ った。LewisCass総督 に ミシガ ン領 地 の通訳 と して雇わ れ,ス ペ リオ ル湖 地域 の多 くの イ
ンデ ィア ン部 族 との 交渉 に当・つた。 彼 は主 と して,ア メ リカ毛皮 会社 の ため の運 び屋 と して
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働 き,生 計 を た て,ラ ッ ク ・プ ラ ッ ト,オ ッ タ ー ・テ ー ル 湖,リ ー チ 湖 に あ る交 易 所 を 守 り
っ づ けた 。彼 の6フ ィー ト,200ポ ン ドの頑 健 な体躯 と途 方 もな い体力 とは,彼 を その 地方
の伝説的人物 に祀 りあげた。 この評判 は,彼 が毛皮猟師 としてひ とり立ちす るとき有利に働
いた。 ボ ンが家 は ミネ ソ タに100人 以上 の 子孫 を残 した。
3.初 期 植 民著 た ち
共 和 国 の初 期 の 時代 に は,「 西 部 」 と いえば,ニ ュー ・イ ングラ ン ドの奥 地,ニ ュー ヨー
ク州 の モホ ー ク渓谷,ペ ン シル ヴ ェ一二 ア州 中部 の諸郡,ヴ ァ ジニ ア州 の シェナ ン ドゥァ渓
谷,及 び全南 部 の ピー ドモ ン ト高 地 などの,台 地 を結ぶ フ ロ ンテ ィア ・ラ イ ン以西 を指 して
いた。 その ころ フ ロ ンテ ィア に入 った黒 人 たちは,一 般 的 には,彼 らの 主 人た ちが新 しい土
地を目ざ して進む,幌 馬車隊 に同行 してきた奴隷たちであった。 しか しそれ とは異質の黒人
集 団が,西 部 の開 拓 に参加 して いた こ とは注 目 して よい。
オハ イオ渓 谷 に移 住 した2っ の黒 人移民 団 が あ る。1っ は,ロ ア ヌー クのJohnRando【pllと
して知 られ るヴ ァジニ アの政 治家 が,1832年 自分の 解放 した前奴 隷385人 を オハ イオ 州マ ー
サ郡 の2.000～4,000エー カ ー に及ぶ 遺 贈 した土 地 に,彼 らを住 まわ せ た ことで あ る。 但 し
結果 は,す で に ラ ン ドル フの親戚 に土地 は騙 し取 られ て いたが。 い ま1っ は,1832年,イ ン
デ ィア ナ州 ハ ミル トン郡 に定着 した黒 人 た ちで,こ の集団 は ノース ・カ ロラ イ ナ州 ノーサ ン
プ トン郡 を 強制 移 住 させ られ た,チ ェ ロキ ー族 と黒人 た ち とで構 成 され た一 団 で あ る。 これ
は,ち ょう どチ ェロキ ー族 が 連邦 の軍 隊 の手 で立 ち退 か され,イ ンデ ィア ン特 別 保 護区(オ
クラホマ)ま で裸足で悪条件の天候のなかを40日間歩かされた,あ の悲劇的事件 「涙 の道行」
(TheTrailofTears,1830-38)の最:中の こ と で あ った 。
西部の土地が,す べての人たちにとって,東 部の きび しい社会的因襲や慣習か ら自由にな
れ る逃 げ道 で あ り,辺 境 の環境 こそ は,1人1人 の人 間が,そ の人 の祖先 とか性 別 とか 皮膚 の
色 とか富 とか にか か わ りな く,そ の人 の実 績 によ って公平 に評 価 され る世 界 な のだ とい うの
は,い つ まで もつ づいて い るアメ リカの神 話の1つ であ る。流動 す る社会 や移 動す る土 地 は,
辺境にっき ものの際立 った特徴だ と考え られてきた。 しか し西部 にきた黒人には,奴 隷で あ
ろ うと,逃 亡 奴隷 であろ うと,自lll黒人 で あろ うと,そ こに流動 す る社 会 も移 動 す る土 地 も,
社会への受入れ も見出せなか った し,ま た禁IL條項をもり込んだ法律や慣習 もな くな っては
い なか った。 彼 はむ か しの 法 律が あ いか わ らず黒 人 た ちの移 住 を禁 じて い るので,西 部 の 準
州や州に も入 ってゆけないことに気づ いた。黒人の移住者 は,白 人の移住看 たちが奴隷所有
者の頑迷さを持ちつづけて,東 部や南部の法彿,慣 習,習 俗にその まま固執 しているのがわ
か った。西部人が 自負する奴隷制即時撤廃 の姿勢 さえ,実 は西部人の黒人恐怖症 に由来 して
場合 が 多 か った ので あ る。
カ ンザ スでは,1850年 代 の 南北戦争 の小 型版 のjlill悔い闘争 中 に,奴 隷 制反 対 の指導 者 た ち
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は,反 黒人の 法律 を通 過 させ る ことに成功 した。す なわ ち,自 由州 の人 た ちが1855年,カ ン
ザスの トピーカ に集ま って,反 奴隷制体制の構想を立案 した とき,彼 らが選 んだ議長JameH.Lane
はその麸調演説のなかで,カ ンザスの有権者の 「決定 的多数」が黒人排除に 「賛成す るだろ
う」 と予言 した。委 員 会 に排 除法 を 起草 す るよ う揚 棄 して,レ ー ンは,ア フ リカ人が 人 間 と
オ ラ ンウー タ ンとの間 を結 びつ け る環 で あ る,と 主 張 した。排 除 法は有 権者 か ら3対1と い う
驚 くべ き賛成 を勝 ち とった 一 一これ は,奴 隷制賛成 勢力 によ って ボ イ コ ッ トされ た選 挙 での こ
と で あ った 。
カ ンザ スの奴隷 制反 対派 の1人 物 は,彼 の トピーカで の運動 につ いて,そ の奴隷制反 対 の態
度 を,ニ ュ ー ヨ ー ク ・ ト リ ビ ュ ー ン紙 の 記 者 に 述 べ た 。
「まず,反 奴隷制感情の性質を買いかぶ ってはいけない。 自由州人 として知 られる多 くの人
たちは,わ れわれ北部人が受けと っている言葉の意味では,反 奴隷制的ではないのだ。 彼
らはよ り正 しくは黒人嫌 いなのであって,自 由州に票 を投 じて黒人たちを,目 由人であれ
奴 隷 であ れ,締 め だ そ う とい うの だ。 も し黒人 たちが か りに もこ こにい る こ とを許 され る
よ うになれば,彼 らの半分は奴隷制に賛成することだろ う。奴隷制の本来 もっている罪深
さを,彼 らは1度 も考 え た ことが な いのだ …」
上記 の よ うに,奴 隷制 反 対論 者 の なか に は,倫 理的,人 道 的観 点 か ら,奴 隷 制 に反 対 して い
るの では な く,黒 人奴隷 あの先天 的 にあ らゆ る悪 徳 を体現 して い る黒 い劣等 人種 一 一が,
身近 か に い る ことに耐 え られ ない,す なわ ち黒ん ぼ嫌 い,黒 人 恐怖 症 か ら,奴 隷 制 に反 対 し
て いる 人た ち もいた ので あ る。
黒人の差別を合法化 しよ うとする各種の黒人法 も,開拓者の馬車 とともに西方へ移動す る。
最 も早 くみ られ るのは 旧北西部 準州 で,イ ンデ ィアナで1803年に施行 され て以来,各 地 で黒
人の締めだ し政策が とられ,移 住を認め るかわ りに,黒 人男子1人 にっ き人頭税年額3ド ルを
課す と ころ もあ った。 イ リノイ,オ レゴ ンは もとよ り,黒 人人 口の少 な い ミネ ソタまで もが,
黒人の排除を考えていた。 ミネソタで自由黒人の選挙権が剥奪 されたのは1858年であ った。
1830年以 降,黒 人 の移 住 を規制 す る あの手 この手の 黒 人法が 考案 され たが,1857年 の,最
高裁 が 下 した ドレ ッ ド ・ス コ ッ ト(DredScott;訴訟 に対 す る判 決 ほ ど,社 会的 に大 きな影響
～
を あ たえた事 件 は なか ったであ ろ う。 この衝撃 的 な判 決 によ って,こ とは1奴 隷対 その所 有者
とい う個人 レベルでの 法廷 闘魚 では終 らず,奴 隷制度 を め ぐって,2っ の大 きな社 会休制 の 敵
対関係にまで発展 した。奴隷制反対派 と奴隷制擁護派 との溝は ます ます深 くな り,両 派の対
立 は決 定 的 に な った。 時 代 は,内 戦 前夜 へ と突 き進 ん で ゆ く。
奴 隷 ス コ ッ トは 何年 もの あ いだ,奴 隷 禁止 の西 部 の諸 州,準 州 で労役 に服 して きたの で,
自分 と妻ハ リエ ッ ト,娘 た ち2人,14歳 の エ ライザ と7歳 の リジ ィの 自由 を求 め る訴 訟 を お
こ した。彼は自分の事件が,西 部への奴隷制拡大 とい う重大な危機を早め る結果になろ うと
は思 って もみ なか った。 約11年 に及 ぶ法 廷 闘争の すえ,自 由を求 め るスコ ッ トの提訴 は,最
高裁 の裁判 長RogerB。Taneyによ って却 け られ,憲 法 とは白人 のためにだけっ くられた もので,
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黒人奴隷 は奴隷所有者の動産であって,ア メ リカの市民で はない,従 って白人 なみの権利 を
何1っ もっ ことがで きない と い うことを,思 い知 らされ るに至 る。 しか しその とき までに,ス
コッ ト1家 は ま もな く彼 らを 解放 して くれ る所有 者 に恵 れた。 家族 は セ ン トル イ スに 住み,ド
レッ ドは ホテ ル の ポ ー ター と して 働 きなが ら,妻 が 経営 す る洗濯 屋 を手伝 った 。 しか し寄 る
年波,長 年の奴隷の境遇,体 力の衰えが彼の健康を蝕んでいた。 自由の身にな ったその年に,
ス コ ッ トは結 核 で,ハ リエ ッ トは その1年 後 に,世 を去 った。
彼のほか に,こ のころ西部 に少 なか らず影響をあたえ た数人の黒人たちにつ いて,そ の業
績 を 簡単 に辿 って みた い。
1$16ド イ ツ入を 父 と し自由黒 人の 女性 を母 と して,ノ ース ・カ ロラ イナ に生 まれ た ジ ョ
ン ・ジ ョー ン ズ(JohnJones)は,1838年22歳 の と き 「解 放 証 書 」 を 取 得 し,1845年 零 細
な資金を持 って シカゴに赴 き,家 と仕立て屋店を建てた。 やがて成功 して10万 ドルの財をな
した が,同 時 に奴 隷 制 と差 別 の長 い闘魚 の なか で,璽 要 な役 割 を演 じる こ とに な った。 彼 の
仲間たちは,彼 の商売の繁 昌と奴隷制や偏見への彼の率直 な反対 に,賞 讃を送 ったが,彼 が
秘 密組 織 「地 下鉄 道 」 やJohnBめwnの活 動 に深 くかか わ って いた こ とを,知 って い る隣 人 は
ほ とん ど いなか った。1853年,イ リノイ州 が黒人移 民の流 入を禁止 す る法 案 を可決 した とき,
彼 は先頭 にた って との黒人 法 と闘 い,そ の ための講 演を した り,金 を寄付 した りした 。 ジ ョー
ンズは南北戦争中に公民権活動を拡大 してゆき,州 の各地で黒人,白 人を組織 し,無 人法 の
撤 回 を要求 した 。1865年1月,州 はそ の法案 を と り下 げ,数 ヵ月後 に は,奴 隷 制 を廃 止 しす
る憲法修正第13条を採択す る最初の州 とな った。彼は シカゴの公立学校の人種差別撤廃に も
力を貸 し,1874年 それ に成 功 して もい る。5年 後の 彼の臨 終 に際 して は,こ の 富 豪 の著 名 な
シカ ゴ市 民 は,黒 人 白人双 方 か ら等 し く,そ の死 を 憎 まれ た。
セ ン トラ リア の ジ ョー ジ ・ワ シ ン トン(GeorgeWashingtonofCentralia)として 知 られ る こ
の黒人 農夫 の 話 も,1つ のサ クセス ・ス トー リーで あ る。 彼 は1817年 ヴ ァジニア に奴 隷 の 父
と白人の母(イ ギ リス人)の あいだ に生 まれ,母 が彼を辺境開拓者 の白人の家庭に養子 とし
て送 り出 した。彼 は1Q代 です で に射撃 の名 手 とな り,粉 屋,蒸 留 酒職 人,皮 なめ し職 人,コ
ック,紡 績 工,機 械 工,等 各種 の技 を しぜん に覚 え,読 み 書 き計算 も習得 して いた。6フ ィー
トの 背丈 と約200ポ ン ドの 体重 の持 主 で,そ の 体力 は近:在で も有 名 で あ った。 ミズ ー リ州 議
会 は,彼 に市 民 と して の権 利 を ほ と一ん ど全 部 認 め た。
1850年,彼 と養父 母 た ちは4ヵ 月 かか って オ レゴ ン準州 に移 住 す ると,養 父 に 買 って もら
った640エ ー カ ーの土 地 で,自 作農 場 入植 者 と して穀 類,野 菜 を 栽 培 した。 養 父 母 の死 後,
一
50歳で美 しい黒 人未 亡 人 と結 婚 した。1872年,ノ ーザ ン ・パ シ フ ィ ック鉄 道 が 彼 の土 地 の
うえ を通 る ことに決 ま ったの で,彼 は コ ロ ンビア川 と ビュー ジェ ッ ト湾の 中間 地 に,セ ンター
ヴィル(セ ン トラ リアの 旧名)と 静 う町 を建 設 す る こ とに意 を決 した。 町 の発 展 を 確実 に す
るた め に,彼 は買 い手 た ちが,そ の土 地 に少 くと も100ド ル の値 打 ち の あ る家 を廼 て る こ と




建設 し,薄 幸 な町 の人 た ちに援助 の手 をさ しのべ た。1890年,最 初の妻が 他界 して2年 後,
再 婚 し,当 時70歳 代半 ば に な って い たがs息 子 を授 つた。
1893年の恐 慌 では きび しい試練 に さ らされ たが,彼 はただ1人 の難 民救 助機関 とな り,米,
小 麦粉,砂 糖,肉,ラ ー ドを,は るか遠 いポ ー トラ ン ドか ら,荷 馬車 で 自分 の飢餓 状態 の 町
へ と運 搬 した。 彼は文 字通 り1町を救 ったので あ る。1905年,ま だ健康 であ ったが,1頭 立 て
の馬 車 か ら投 げ出 され る という不 慮の事故 で,絶 命 した。セ ン トラ リア の建 設者 ジ ョー ジ ・ワ
ン ン トンの栄 誉 を たた えて,市 は最 大の葬 儀 を當み,市 の 公園 を 命名 して ジ ョー ジ ・ワ シ ン
トン公園 と した。彼 の 名前 を知 って いる人々 も知 らな い多 くの 人 々 も,み な彼 の恩 恵を 受 け
て いた ので あ る。
おな じ く北 西 部 の黒 人開 拓者 で,そ の名 も前 記 ジ ョー ジ ・ワ シ ン トンと紛 らわ しいが,オ
レゴ ン,ワ シ ン トン地 域 の辺 境 で,農 業経 営 に成功 し,公 益事 業や 隣人 の ために奉 仕 した ジ
ョー ジ ・ワ シ ン トン ・ブ ッ シ ュ(GeorgeWashingtonBush)と息 子 た ち に も,ふ れ て お く必 要
が あ ろ う。
ブ ッ シ ュ は1781年 に,本 人 は:否定 して い る が,ペ ン シル ヴ ェ 一二 ア で生 まれ た ら し い。1
/2以 上の黒 人 の血 を 引いて いた と言 われて いる。若 くしてテネ シー,イ リノイ,ミ ズー リ,
などを転 々 と し,ニ ューオ ー リンズ では1812年の対英戦 争 に従軍 して,AndrewJackson将
軍 の ため に戦 った 。彼 はす で に,ミ ズ ー リ州 で牛 の取引 き と農業 経営 に従事 して金 を貯 え,
後年の彼の活動を特徴づける勤勉 と節約の証 しを示 した。
1849年63歳の とき,探 検 隊 に加わ って西部 へ向 か う。 当時黒 人移民 の入植 を拒 否 して い
たオ レゴ ン準州 を通 り,終 局 に はワ シン トン準州に 「不法居住者」(squatter)として住みつ く。
幸 い な こ と に,最 初 か らア イ ル ラ ン ド移 民MichaelT.Simmollsとい う信 頼 で き る パ ー トナ ー
に恵 まれ,彼 の霊力 の おか げで ビュー ジェ ッ ト湾開 拓地 に,640エ ー カ ーの 自作 機 場 まで手
に入れることがで きた。 これは,未 開拓地入植を奨励 して政府がほとん ど無償で譲渡 した国
有 地 で あ って,今 日で も 「ブ ッ シ ュ草 原 」(BushPrairie)と呼 ば れ て い る。 彼 は奴 隷 解 放 の 年
(1863)に死 亡す るまで この地 で生 活 した。
ブ ッシュ家 の人 た ち は,新 しい入 植着 たちには親 切 な態 度で 接 したか ら,彼 らか らの 信望
ヤ
も篤 く,ブ ッシュは その農業の技 術で も有名 に な った。 この地域に,最 初 の製材所,製 粉所,
草刈機,自 動刈取機を導入 したのは彼の功績である。彼は目分⑱収穫を貧 しい友人 と分けあ
い、近 隣 の イ ンデ ィア ンた ち と も友 交 関係 を維持 した。
この地 域 に も年 々入 植者 が 多 くな るにつ れて,食 糧 と くに農作物 の 需要が高 ま り,そ の
価格が急激に上昇 した。食糧は,大 家族の移住君たちや,平 原を横断す るために財源をほと
ん ど使 い果 た して しま った人 た ちには,ま さに高嶺 の花 で あ ろた。 彼 は有 能 な農 夫 であ った
か ら食糧 には こと欠 か なか った。投機 の ため に食糧 を買 いあさ る人 には,彼 は1ポ ン ドも売 ら
なか ったが,植 えつ ける極子 や困 って い る人た ちの食糧 は,快 く調達 した。彼 は金 を受 け と
らなか った 。返 せ る と きが きた ら品物 を零 して くれれ ば いい,と い うの が彼が 人 に物 を 貸す
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と きの 唯一 の 条 件 で あ った 。 この よ うに して ブ ッ シュは,莫 大 な量 の,そ れ こそ何 千 ドル も
の値打 ちのあ る収穫物 を,援 助を必要 とす る人たちに分 けあたえた。彼が ワシン トンの人た
ちに な ぜ慕 わ れ た の か,納 得 が ゆ くで あ ろ う。
プ ッシ ュの 死 後,農 場 は その ま ま のか た ちで 息 子 た ち,ウ ィ リア ム(William),ルウ ィス(Lewis)
によって管理 され,彼 らは父の流儀 にな らって農業技術の実験 や公益事業 に専念 した。 とく
に小 麦 の品 質 改 良 の成 果 はめ ざま し く,農 場 か ら収 穫 され た 小麦 を,フ ィラデ ル フ ィア,シ
カ ゴ,バ ッフ ァロー の 国際 見 本市 に出 品 し,一 等 賞 を受 賞 した。 ウ ィ リア ムは ワ シ ン トン州
議 会 で2期(1891-1895)役 職 を 果 た し,1906年,彼 の農 場 で生 涯 を 終わ った。
カ リ フ ォ 一 二 ア の ゴ ー ル ド ・ラ ッ シ ュ に つ つ い て,コ ロ ラ ドの ゴ ー ル ド ・ラ ッ シ ュで 最 も
重 要 な 人物 の1人 は,も と奴 隷 の ク ラ ラ ・ブ ラウ ン(ClaraBrown)であ る。 ケ ンタ ッキ ー 生
まれ(1説 に は ヴ ァ ジニ ア)で,所 有者 の あ いだを転 々 と したす え,彼 女 が 自分 の 自由を 買 い
と る こ とが で きた と きは,も は や彼 女 は 若 くはな か った。 グ レゴ リ峡 谷 で金 鉱 探 したち の 行
列 に加 わ り,鉱 夫 た ちの た め に料理,洗 濯 を した。
59歳 の と き,30台 の 幌 馬 車 隊 に ま じ り,デ ン ヴ ァ ー へ 向 つた 。8週 間 後 の6月,ウ エ ス ト ・
デ ンヴ ァー に到 着,そ の地 で2人 の メ ソ ジス トの牧 師が ユニ オ ン ・サ ンデ ー ・ス クール を建 立
す るの を手 伝 い,や が て家 族 を奴 隷 の身分 か ら買 い も どすだ けの金 を稼 ご うと,セ ン トラル ・
シテ ィを 目ざ した。 この町で ブラウ ン夫人 は洗濯屋 を開業 し,看 護婦 とな り,最 初 のサ ンデー ・
ス クール を設 立 した61886年 まで に,困 窮 して い る人 が いれ ば必ず 救 って いたに もかか わ ら
ず,彼 女 は鉱区の払下げ請求地への投資を含めて1万 ドルを稼いでいた。南北戦争後,家 族の
行方 を探 したが み つか らなか った。 かわ りに34名 の 親戚 の所 在 をつ き とめ,彼 らを蒸気 船 で
まず カ ンザ ス の レ ヴ ェ ンワー スへ 連 れ て い ってか ら,幌 馬 車 を買 って,彼 らを 平 原 の向 こ う
の デ ン ヴ ァーへ運 ん だ。 これ は,彼 女が や が て後 援 す る こ とに なる た くさんの 黒 人 幌馬 車 隊
の第1号 に ほか な らなか った。 死 の少 しまえ,彼 女 は娘 と再 会 を果 た した。1870年代 に彼 女
は コ ロラ ド開 拓者 協会 の 最初 の メ ンバ ーに選 ばれ,1883年,同 協会 は礼 を尽 くして彼女 の 遺
体 を埋 葬 した 。 セ ン ト ・ジェー ムズ ・メ ソ ジス ト教 会 の ブ ロ ンズ の金 属 板 には,教 会が 建 て
られ る以前,彼 女 の家が礼拝堂がわ りに使われて いたいきさつが述べ られている。 しか し彼
女が 最 もよ く記 憶 され て いた の は,'彼女 が 救 った 多 数 の黒 人,白 人 の胸 の なか で あ った こ と
は言 う まで もない。
4.西部 における奴隷制度
一
まえ に もと ころど ころで触 れたよ うに,西 部 におけ る黒人の奴 隷状態 は,ミ ズ ー リ協定(1820)
に よ って,ミ シシ ッ ピー川 以 西 では ミズ ー リ州が 唯 一 の奴隷 州 に正 式 に決 ま った とは いえ,
周辺 の中西部の州 や準州 には,実 際 に自由黒人,奴 隷を問わず,黒 人たちの移住者が流入 し
て い たので あ る。西 部 に意外 に も奴隷 状態 が存在 した とい うだ けで,こ れは も う,歴 史家 タ 一
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ナーが の ち に 「個人 主 義,経 済 的 平等,拾 頭 す る自由,民 主 主義 」 と その特 徴 を述 べ て称 揚
した あの フ ロ ンテ ィ アの 美 しい イ メー ジを,根 底 か ら覆 えす に十 分 であ った。事 実 ア イオ ア
か ら太平 洋岸 へ と辺 境 を移動 して い たアメ リカの植民著 たち は,白 人 も黒 人 も,1830年 か ら
1865年に至 る危機 の時 代 のあ いだ中,特 異 な制度(奴 隷制度)と いう大 きな壁 に直 面 して い
た 。
た とえば ア イオ アは,早 くも1830年代 には黒人奴隷制 が存在 していた ミシシ ッピー州 以 西
の 辺 境地 区で あ った。 ア イオ アが36。30'以北 にあ る理 由で,奴 隷制 を 禁 じた1820年 の ミ
ズー リの妥 協 の条項 が あ るに もか か わ らず,こ れ が 実情 であ った。 この 地域 に早 くか ら南 部
の白 人が大 量 に流入 して いた ため に,1846年(州 へ の昇 格の年)ご ろま で,ア イ オ アには 奴
隷 制 度 の大 きな支持 が 存 在 して い た。 お よそ150人 近 い奴隷 が,1830年 代 巾 ア イ オ アに は
拘束 されて いた。数 は少 ないが,彼 らの存在が,特 異な制度に対するこの地域 の寛容 さを示
して いる こ とに注 目 した い。
黒人奴隷制を認め る寛容さに加えて,ア イオア市民は奴隷,自 由黒人を問わず,黒 人居 住
者 の 行動 を制 限す る条 令を制定 した。1839年に,た とえば アイ オア州議 会 は,自 由証 明書 や
500ドルの保証金の供託がなければ,個 々の 自由黒人や混lm者の土地 占有 を禁止す る法律 を
制定 した のだ。 黒人 た ちはまた,投 票,州 兵 へ の所 属,白 人.との結婚 を禁止 され た。1851,
年アイオア州議会は,自 由黒人たちの州内への移住を完全に禁止する法律 を制定 した。
こう した制 限 に もか か わ らず,ア イオ ア州 の黒人 人 口は1850年代 の10年 間 に,333名 か
ら1,069名へ と3倍 に増 加 した。 この増 加 の多 くは,近 隣奴 隷州,と くに ミズ ー リ州 内の 自
由 を望 む逃 亡 奴隷 たち の流入 によ る もの で あ った。 多 くの アイ オ ア人,と くに州 の南 部 に住
んで いる クエ ー カー教 徒 たちは,奴 隷制 に反 対 し,そ こでの 「地下 鉄道」 の主 力 とな った。 加
えて,1850年 代 まで にア イオ ア人 たちは,奴 隷 の所有 を認 あ ない 自由州 か らます ます多 くの
植民 着た ちが この州 に移 住 して くるつれて,一 般 に黒人奴隷 制 にまえほ ど寛容で は な くな り,
これまで支配的であ った南部人たちにとって代わ った。 しか し奴隷制 と黒人たちの扱いとに
関す る,ア イオ アの 曖昧 な態 度 や慣 習 とは,一 般 に ミシシ ッピー川以西 の辺境 の他 の 地区 に
もそ の まま置 き換 え られ る行 動様 式 を表 して いた。
◎
ニ ューメ キ シコは,1850年 の妥 協の条項 に もとづ き,黒 人 奴隷制 の問題 は住民 主権 主義 に
従 って,ニ ューメキ シ コ居 住民 に一 任 されて いた。 だが実 態 は ど うで あ ったか 。
アメ リカが支配権をひきつ ぐまえは,黒 人奴隷制度はメキ シコ政府によ って禁止 されて い
た。 だか ら初期の準州時代中,黒 人奴隷制への支持 はほとん どなか ったが,そ のかわ り労働
力 と して は,17世 紀以 来つ つ いて いる 「イ ンデ ィア ン奴隷制 」 と,主 人 と使用 人 との契 約 に
よる1種の年季奉行制度 「債務労働」 とが深 く根をおろして いた。1850年の国勢調査は,準
州 に{:活して いる22人 の黒人 を記 録 して いたが,彼 らのなか に奴隷 は いなか った。 に もか か
わ らず,ニ ューメキ シコで生 活 していた ほん の ひ と握 りの 自由黒 人 のた め に,準 州 の立 法 煮
たち は,差 別 を立法 化 す る ことを主張 した。185611=準州議 会は 、 アイオ アで実 施 中の法 律 と
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同 じよ うな黒 人 排 除法 を可 決 した,こ の 法律 は,自 由黒 人が これ 以 上 ニ ュ ーメ キ シコ に移 住
して くることを禁 じ,現 在準州内に生活 している彼 らに,き ちんと した礼儀作法 を保証す る
ために200ドルの保証金 を供託す るよ う命 じた。同法はまた黒人たちと白人たちとが結婚す
るこ とを 禁 じて いた。
1859年,ニューメキ シコの黒人たちの身分 は,準 州議会が黒人奴隷制を合法化す る法案を
認可 したとき,さ らに下落 した。 この 「奴隷財産保護条令」は,白 人主 人の財産権 を規定 し
保護す る点で,奴 隷所有 を認める南部で実施 されて いる奴隷取締法 とよ く似て いた。いか な
る奴隷 も目の出まえ,日 の入 り後は,外 出許可証が なければ,そ の主人 の屋敷内か ら離れ る
ことは許 されなかった。奴隷の盗みあ るいは逃亡 の教唆は,4年 か ら10年の投獄 と罰金で処
罰された。その条令は さらに,主 人の同意書がないかぎり,奴 隷たちが武装す ることを禁 じ
て い た し,準 州 内で は 奴隷 たち の解 放 を絶 対 に許 さ なか った。 南北 戦 争 前 夜 には,ニ ュー メ
キ シ コが す で に完 全 に,南 部 の主 義,主 張 に同 調 して い るのが 誰 の 目 に も明 らか で あ った。
黒人奴隷制を合法化す る際に,ニ ューメキ シコは北方の姉妹準州ユ タの前例 にな らって い
るよ うにみ え る。 ユタは1852年,す で に独 自の 「雇 用 に関す る法令 」を採 択 して いたか らで
あ る。 ニ ュー メキ シコの ようにユ タ は,1850年 の妥 協 の条項 に もとづ き,奴 隷制 につ いて は
住民主権主義 を選択す ることが許 されて いた。ユタの 「雇用 に関す る法令」は,準 州知事 で
あ りモルモ ン教会 の指導 者 で もあ るBrighamYoungの訓 令 か ら生 まれ た。ユ タの 黒人 奴隷 の数
'
は100入 以 下(黒 人総 人 口200人 以 下 の うち)で あ った けれ ど も,奴 隷 所有 者 た ち はユ タの
も っと も著 名 な,教 会 や地域 社 会 の 指導 者 た ちの なか に,そ の地 位 を 占 めて いた。 ヤ ン グは
また,も し奴隷 財産 が 法 によ って保 護 され るな ら,説 得 に応 じてユ タに移 住 して くるか も し
れない南部の奴隷所有者 たちのなか に,新 しい改宗者が いて くれ ることを願 って いた。ヤ ン
グの 奴隷制 賛成 の活動 には,も う1つ の,お そ ら く最 も重要 な フ ァクタ ーが,動 機 と して働 い
ていた。 これ にはモルモ ン教信仰 にその基盤を もつ,あ る種の人種主義的思想 のつ よい影響
が含 まれて いた。 モ ル モ ン教 の教 義 によれ ば,黒 人 た ち は生 ま れ つ き劣等 であ った か ら,強
制労働をさせ るにはふ さわ しい対象であった。他の19世紀の聖書直訳主義者たちの ように,
モルモ ン教徒たちは黒人たちの劣等性を,彼 らのいわゆ るハム とカナー ンの呪われた家系
「しもべ らの し もべ 」(Gen.9:25)とな る運 命の家 系 一 の末 商 の せ い に した 。 この よ
うな精 神で,ヤ ング と他 のユ タ準 州 の役人 た ちは,黒 人た ちが投 票 した り,公 職 につ いた り,
準州 の民兵 に所属 した り,白 人 た ち と結 婚 した りす る こ とを,ア イオ アの 例 に な らって,禁
じる法 律制 定 を支 持 した。 モル モ ン教会 その ものの 内部 で は,黒 人 たち は その 聖職 につ く'こ
と も,人 種,民 族 的IllL統にか か わ りな くす べ て の成 人 男性 に門 戸が 開 か れ て い る信者 組 織 に
入 るこ とも,禁 じ られて いた。 この禁 止令 は,1978年6月,つ いに それが廃 止 され る までつ
つ い た 。
黒人奴隷制度が1850年代中に,ユ タ及びニューメキ シコの両準州で合法的に承認 を受けた
あど 奴隷制が準州へ拡大されてゆ くにつれ,全 国的 な注 目の視線はカ ンザスに集巾 した。
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1820年以 後,黒 人 奴隷 制 は,こ こが アイオ ァ と同 じように36。30'の境界線 の北 にあ った
か ら,ミ ズ ー リ協 定 の 条件 に もとづ き,こ の地 域 で は禁止 され て いた。 この 禁JIB令は,そ の
土 地 の住民 に住 民主 権 を認 め た1854年の カ ンザ スーネ ブラスカ 法の制 定 まで,い ぜ ん と して
効 力 を失 って いな か った。
衆 目のみ ると ころ,カ ンザ スは黒 人奴隷労 働向 きの舞 台 と して有望 と患 われ て いた。 重つ に
はカ ンザ スは3方 を,奴 隷制が 全盛期 で あ った り,法 によ って是 認 されて いた りす る地 域 に境
を 接 して いた一 凍 は ミズー リ,南 は ク リー ク族 イ ンディ アン(こ こには多数 の黒 人 奴隷が 拘
束 され て いた),そ して西 は ユ タに。 同時 にま た,カ ンザ スの気 候 と土壌 とが 当 初,大 麻 と煙
草の生産 には理想的に思われた一 これらはよその場所で黒人奴隷労働によって生産されてい
た。 その うえ これ らの 生産 品 は,ミ ズー リ川 に沿 って セ ン ト ・ル イ スへ送 り出 され,そ こか
ら ミシ シ ッピー川下 流 へ と運 ばれ,か くてカ ンザ スは経 済 的 に南部 と結 びつ け られ るので あ
った。 多 くの南部 人 は,国 家 の指導 者 た ちの あ いだで交 わ され た あ る種 の黙 契 によ り,カ ン
ザス は奴 隷州 に,隣 接 の ネ ブラ スカ は自 山州 に なるだ ろ う,と 信 じて いた。
北部人や奴隷制反対を となえる人たちは,カ ンザ スの奴隷制 問題について違 った見方を し
て い た。 カ ンザ スを 奴隷 州 に変 え よ うとす る南部 の奴隷 制権 力 の も くろみ に対 して,こ れ を
阻止 しょ うと,ア ボ リシ ョニ ス ト,自 由土地主 義者(フ リー ・ソイ ラー ズ),独立 自営 農 民 ら
が,は げ しく抵 抗 した。50年 代 の なか ごろに はカ ンザ スは完 全 な戦 闘状態 に入 って いて,両
派 のあ いだで攻 防が 繰 返 され た。 の ちに 「流 血 のカ ンザ ス」 と評 され た事 件で あ る。 奴隷 制
が西部の準州全域に拡大するのを阻止 しようとして,共 和党が結成(1854)されたの もこの
ころの こ とで あ る。 この カ ンザスを め ぐる争 いは,1858年 ごろに な うて大勢 が 次第 に 【…1由派
に傾 き,奴 隷所 有者 たち は彼 らの動 産 を連れ て その土 地を去 って い った。1860年の国lid調査
の ときまでに,こ の準州全:域でわずか2人 の黒人奴隷が生存者 と して記録されているにすぎな
か った。 その 同 じ年,カ ンザ ス準州 議会 は,州 昇 格 の資格 を得 る直前 に,「 カ ンザ ス にお け
る奴4。喪制禁 止 法案 」 の施 行 にふ み き り,1855年 の奴 隷取 締法 を 無効 と した。
黒人人 口の ドラマ チ ックな移動 の1っ は,中 西部 へ の 「脱 出」(Exodus)であ った。す でに
1870年代後半 ともなると,白 人の優位がふたたび南部を完全に支配 していた。再建時代が終
t
り,最 後の連邦軍 も南部か ら引揚げ,黒 人 の諸権利 はまた して ももとの奴隷所有者 たちの手
中に移 って いた。 とすれば最 も根本的な直接の移住の動機は,南 部 における黒人の境遇の悪
化では なか ったろうか。 さ し迫 った運命感覚が,西 部の牧歌的 な絵のよ うな生活 と結びつい
て,カ ンザ スを新 しい約 束の 地,千 年 王 国 とみ る夢 へ と変 わ って い ったの で あ る。
1879年の脱出 中,推 計2万 人か ら4万 人 の黒人た ちが,金 の ない濫 褄を まと った黒人の男,
女,子 供た ち が,カ ンザ ス に移住 した。彼 らは川 舟 で ミシ シ ッ ピー川 をの ぼ り,あ るいは ゆ
っ く り と チ ザ ム ・ トレ ー ル(ChisholmTraiDを北 上 した。 ジ ョ ン ・ブ ラ ウ ンが 最 初 に 奴 隷ll}1】
に反 撃 を加 え た と ころが,カ ンザス の ここだ と知?て,彼 らは 興奮 を覚 え た。 お そ ら く黒 人
の移 住者 た ち を西部 の フ ロ ンテ ィア にひ きつ けた最 も大 きな力 は,テ ネ シーlll身の前 奴 隷 べ
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ン ジ ャ ミ ン ・シ ング ル トン(BenjaminSingleton)とい う黒 人 で あ った 。 う ま く 「地 下 鉄 道 」 で
カ ナ ダへ逃 亡 で きるまで に,彼 は12回 の逃亡 を試 みた とい う。早 くも1869年 ごろか ら,黒
人たちに南部を脱出 してカ ンザスへゆ くように勧誘の仕事をは じめていた。南部か らの脱出
が,新 聞 に注 目され るよ うにな る10年 まえの ことで あ る。 シングル トンと彼の協 力者 ヘ ン リ ・
ア ダムズ(HenryAdams)とは,黒 人 たち に広範 にわ た って回 状を発 送 し,す で に開 拓者 とな
った人 た ちの 生活 状 況 や幸 運 を通 報 した。 この よ うな巾広 い運動 には金 が か か ったが,シ ン
グル トンは 自分 自身 の資金 か ら費用 を捻 出 した。 当1侍トピーカで 郵便局 長 を して いたヘ ン リ ・
キ ング氏の 推 定 に よれ ば,1881年4月i日 まで に,カ ンザ スだ け を 目 ざ して1万5千 か ら2
万人 の人 た ちが,南 部各 地 か ら集 ま って きた よ うだ。 ミシシ ッ ピーか ら30%,テ キ サ スか ら
20%,テ ネ シー か ら15%,そ れ 以 外 に他州 か ら35%,と い うのが移 住君 たちの 内 わ けで,
キ ング氏の意見では,彼 らの1/3が 家畜や農具を供給 され た自営の見込みのあ る人たち,1
/3は 家内 使 用人 と して 雇わ れ,残 る1/3は 働 く機 会 が あれ ば いつ で も働 くその 日暮 ら しの
人 た ち で あ った。
オ クラホ マの イ ンデ ィア ン特別 保 護 区(lndianTerritory)にあ る,肥 沃 な空 閑地 を ね ら って
入植 しよ うとす る白人の侵入著 たちが いた。彼 らを先 導 して いたの は,勇 敢 なDavidL.Payne
とい う人 物 で,1880年 の春 まで に,彼 とその部 下 は現在 の オ クラホ マ ・シテ ィ付 近 に足場 を
つ く り,1882年 だ けで もペ イ ン1行 は少 くと も4回 立入 り禁 止 区域 に侵入 して,そ の たび に
連邦 当局 に よ って 逮捕 され た。1884年11月,ペ イ ンが死亡 して しま う と,一ll寺900人か ら
の武装 した開拓者を集 めた この運動 も終濾 した。
イ ンディア ンの最後 のこの広大な土地が,正 式に開拓者 に払 い下げられることになったの
は,1889年4月22日 の こ とで あ った。正 午 の号 砲 の 合図 を き くまえ に,現 地 に入 って先取
権 を獲 得 しよ うとす る 「抜 け駆 け移 住君 た ち」(sooners)を規 制 す るのが,黒 人部 隊 バ ッフ ァ
ロー ・ソー ル ジ ャー(Buffalosoldier:後述)の 勤 め で あ っ た。 狂 気 の よ うな 男 女 た ち に 混 っ て,
推 計1万 人 の黒人 た ち も先 を争 って 杭 を打 ち こみ,土 地へ の権利 を主 張 した。2,3時間 の うち
に,全 区画 の配 分 は決 ま って しま った。
コロラ ドの初期の開拓者 として,差 別と闘いなが らこの時代を生 きぬ いた2人 の無人たちの
特異 な経歴 を紹介 して おこう。
バ ー ニ ィ ・フ 才 一 ド(BarneyFord)とそ の 親 友 ヘ ン リ ・0・ ワ ゴ ナ ー(1-tearyO.Wagonei覧)
とは,と もに最 初 は南部 の畑 で働 いて い た逃 亡 奴隷 で あ る。 フ ォー ドが17歳 の とき聞 か され
た話 によると,母 は彼 の逃亡 に手を貸 して くれ る 「地下鉄道」の駅員を探 している うち,水
に溺 れ て死 ん だ とい う。2人 の 男 た ちは独 学 で読 み書 きを習 い,フ ォー ドが 自由を求 め て逃亡
した とき,2人 は は じめ て シカ ゴで 会 った。 ワゴナ ー は フ レデ リック ・ダ グ ラスの新 聞 の通 信
員 で,地 方 版 の記 事 を書 き, .「地 下 鉄道 」 の駅 長 で もあ った。 彼 は ま もな くフ ォー ドを この
秘密組織 に引 き入れ,彼 を義妹 と結婚させた。
フ.オー ドは多 くの 商売 上の 冒 険を は じめ,60年 代 に シャイ ア ンとデ ンヴ ァー に巨大 な イ ン
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タ ー ・オ ー シ ャ ン ・ホテ ル を建設 して,会 社 の社長 や探 鉱 看 た ちの用 命 に応 じた。 「2っの太
洋のあ いだで最 も満足 のゆ く食事」 とい ううたい文句は,遠 く東部 のシカ ゴにまで鳴 り響 い
て いた。3度 の火事 で ホテ ルは ま る焼 け にな ったが,そ のつ ど彼 は ホテル を再 建す るか,新 規
に出 なお す か した 。
フ ォー ドは コ ロ ラ ド大 陪 審 をつ とめ た最 初 の黒 人 に な り,ワ ゴナ ーは コ ロラ ド州 アラバ ホ
ウ郡 の 保安 官 代 理 を つ とめ た最 初 の黒 人 にな つ牟。1882年.バー二.イ夫妻 は コロ ラ ド開 拓 者
協会 の晩餐会に招待を受けた最初 の黒人たちであった。
彼 らの黒人社会における指導力と2人が白人社会か ら受けた尊敬に もかかわ らず,彼 らは差
別の問題を解決す るには至 らなか った。差別が障壁 となって,彼 らやその仲闘 たちは,西 部
の歴史にそれ以上の貢献をす ることもで きなか ったのだ。1895年に出版された決定版 『コロ
ラ ド州 史 』(FrankHall,HistoryoftfreStateofColorado.)のな か で,フ ォー ドは 準 州 知=)iたち や
他 の 白人 の有 名 人 た ちよ り も大 き く扱 わ れて,そ の伝記 に2ペ ー ジ半の 紙 面が さかれ て い る。
しか し彼 の 伝 記 に は,彼 の人 種 へ の言 及 は一 切 な され て お らず,こ の本 の新 版 で は,彼 の寓
真が白人の窮真にさ し替え られていたのである。
5.カ ウボ ー イ たち
畜牛産業が急成長 しだ したのは,南 北戦争後のことである。戦後,南 西部 に もどってきた
兵 隊 た ち は,自 分 た ち の農場 が す っか り荒 廃 して い るの が わか って,多 くの人 は 新 しい生 活
手段を見出 さなければな らなか った。彼 らは北部では牛肉の価格がテキサスよ りは るかに高
値 で あ る ことを知 って いたが,牛 を どの よ うな方 法 で北部 の市場 に届 け た らい いか,と い う
問題 に直 面 して いた。1867年に,カ ンザ ス ・パ シフ ィ ック鉄 道 会社が 路 線 を トピーカ とア ビ
り一 ンまで延長 す る こ とに決 め,そ れ に関連 して イ リノ イ州 のJosephG.McCoyとい う若 い牧
畜 業者 が,ア ビ リー ンを牛 の積 み こみ 地点 に した こ とで,牧 畜業 者 は 開拓 者 の 農地 を,牛 の
群れを追 って通 り抜 ける必要 もな く,農民 との悶着 も解決 した。
北へ 追 われて ゆ く牛 の群 れがす べて,1本 の トレールを進み つづ けるわ けには いか なか った。
1
牛 には草 も水 も必要 であった。 その結果伺本 もの トレールが開発され る一方,鉄 道が西 へ延
び る に つ れ て,カ ンザ ス 平 原 の うえ に 突 如 と して,ド ッ ジ ・シ テ ィ,ウ ィ チ タ,ニ ュ ー トン,
ジ ャ ンク シ ョン ・シテ ィと い った 新 しい町 が 出現 した。 これ らの 町が,そ のつ ど選 ばれ る ト
レール に対 応 す る終 着 地 点 と して 競合 す るよ うに な った。 カ ンザ ス ・トレール は ドッジ ・シ
テ ィ で 終 り,グ ッ ドナ イ トーラ ヴ ィ ン グ ・ トレー ル は ニ ュー メ キ シ コを 通 って シ ャ イ ァ ンへ,
最 も有 名 な チ ザム ・トレール では,ア ビ リー ンと ドッジ ・シテ ィ とが か わ るが わ る終着 点 と
な って 発展 して い った。
畜生産業が最盛期を迎えたのは1867年か ら1890年に至 る時期であ った。西部の蓄牛産業
のほとん どあ らゆ る面がガ歌 や物語 や歴史的な記述に題材を提供 してきた し,ま た平原や牛
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追 い の長 い旅程 にみ られ るカ ウボ ーイ,牛 泥棒,密 牛貴 族 の生 態 な ど も,細 部 にわ た ってえ
がかれてきた。だが黒人たちがこの分野で果たした役割は,例 に よって ほとん ど述べ られて
いな い。黒 人 カ ウボ ー イは決 して主役 で は なか ったが,つ ね に この典 型 的 な ア メ リカ離 業 の
苦難 を ともに分 け もって きたので ある。ユニ ークな西部 の伝統 の1端 を支 えて きた 一 一しか し
アメ リカ史の なか には絶対 にその名前 をみ る ことは ない 一 一数名 の カ ウボー イの名前 を披 露 し
て お こ う。
ナ ッ ト ・ラ ヴ(NatLove)は1854年,テ ネ シ ー の 奴 隷 小 屋 で 生 ま れ,1869年 カ ンザ ス へ
旅 立 った。 ドッジ ・シテ ィは典型 的 な辺境 の町 で,「 非 常 にた くさんの 酒場,ダ ンスホ ール,
賭博 場 の ほか は ほ とん どな に もな い」 とこ ろであ ったが,い わ ゆ る悪 所 で もカ ラ ー ・ラ イ ン
は な く,「 金 のつ づ くか ぎ りは」 黒人 カ ウボ ーイ も白人 カ ウ ボ ーイ なみ の扱 いを 受 け た。結
局彼 は黒人 カ ウボ ー イ と して,30年 以上 ものあ いだ,テ キサ ス の肉牛 の 群れ を北 のカ ンザ ス
その他の地点に運ぶ長 い牛追 いの旅に参加 したことになる。
1907年刊行の彼の自伝には,数 多 くの冒険が語 られてお り,そ れが どれ も西部 の典型的な
大 ボラ 冒険談 なの で あ る。生 身の カ ウボLイ の経 験談 とい うよ りは,む しろ西 部劇 の10セ ン
ト小 説 向 きの 冒険談 とい った印象 を受 け る。彼 は誇 り高 い,独 立独 行 の フ ロ ンテ ィアの英 雄
で あ り,意 欲 と自信 を もって イ ンデ ィア ンを撃退 し,自 然 の悪 条 件 に敢然 と立 ち向か い,野
性 の動物や 人 間 たち と闘 い,そ して その 自慢 話を きかせ るため に生 きて きた よ うな男 だ った。
彼 は不 死身 で あ る。 「お れ のか らだ には14ヶ 所 にタ マの あ とが あ る。 ふ つ うの 人 間 な らどの
1発を くら って も命 と りだ 。 だが おれ は片輪 に もな って な い」 と豪 語 す る。
黒人 カウ ボ ーイた ちが チザ ム ・トレールを通 って,長 い牛追 いの仕 事 に参 加 した ことを 自
伝は明 らか に して いるが,不 思議 なことに,西 部の人種関係の複雑 さにはほとん ど意見を述
べ て いない。彼 は差別 につ いて ただの1度 もふれて いな いが ,差 別事 件 に遭遇 した こと も目 撃
した こ と もな いと い うのは,彼 の大 ボラ同 様,い か に も信 じが た い ことで あ る。
1876年7月4日,ダ コ 夕蝉 州の デ ッ ドウ ッ ド・シテ ィで,彼 は ロデオ大会 に参加 して投縄,
射 撃 の コ ン テ ス トで 優 勝 し,DeadwoodDick(この町 のPonyExpressの名 騎 手)の ニ ッ ク ネ ー
ム を もらい,投 縄 の チ ャ ン ピ ヨンと讃 え られ た。 ラ ヴは終 生 この誇 り高 い ニ ックネ ーム とチ
ャ ン ピ ヨンと い う名誉 を大 切 に守 りっ づ けた。
やがて鉄の馬(汽 車)が 西部の放牧地を横断す る時代が到来 し,も はや牛の群れを追 う長
い旅 も必要ではなくなった。いまや強力 な機関車がテキサスの肉牛を東部の消費者の もとへ
と運 んでゆ く。 ラ ヴは放牧 地を去 って プル マ ン車輌 の ポー ター一 これ は 当時,黒 人 に聞 か れ
て いた最高 の地 位で あ った一一 と して鉄道 の業務 につ くことにな った。 彼 はか って放 牧地 で 送
っ た あ のす ば ら しい 日々 や,彼 の 心 か らの 友BatMastersonやFrank,JesseのJames兄弟,Buy
theKidたちの こと.を決 して忘 れ なか った。
以 下 は紙 数 の関 係で,名 前 だ けに とどめ る。・.
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0チ ェ ロキ ー ・ビル(CherokeeBill)。20歳で 保 安 官PaξGarreltに射 殺 さ れ る まで に21人 の
男 を殺 した と いわれ る殺 し屋BillytheKidの黒 人版。 テキサ スの産 。 家族 に恵 まれ ず,篁8
歳で悪の道 に入 る。イ ンディアンとの交遊があ り,女性には好かれ敵には恐れ られ た早撃ち
の 名 人。21歳 に な るま え に,数 々の罪 業 の ため 絞首 刑 とな る。
Oメ ア リ ・フ ィールズ(MaryFields)。テネ シーの奴隷 の娘。 「駅 馬車 の メア リ」 と して知 ら
れ る2丁 拳 銃 の使 い手 で,信 仰心 の篤 い,身 の丈6フ ィー ト,ず っし り した体重 の 伝説 的女
傑 。
○ ベ ン ・ホ ッ ジ ス(Be鋤Hodges)。西 部 劇 で お な じみ のWya重tBarpと,同 じ年(1924),
同 じ町(ド ッ ジ ・シテ ィ)で 死 亡。 もち まえの 機知 と早 口で相 手を煙 に巻 く詐 欺師 で あ り,
カ ー ドで生 計 を た て るば くち打 ち。
○ ア イ ソム ・ダ ー ト(lsomDart)。1849年の ゴ ー ル ド ・ラ ッ シ ュの 年,ア ー カ ン ソ ー に 生
まれ る。 カ ウボ ーイ と して の腕 は抜群 だが,牛 泥 棒か ら終生 あ しを洗え なか った。悪 名高 い
雇 わ れ殺 し屋TomHornに背 後 か ら撃 たれて 命 をお とす。51歳 。
○ ビル ・ピケ ッ ト(BillPickets)。テキ サ スの 産 。走 って い る小 牛 の角 を 両手 で お さえ て倒
す カ ウボーイ の技 ブル ドッギ ング(bulldogging)を開 発 した黒人 カ ウボ ー イと して有 名 。愛
馬 ス プ ラ ドリ号 と出 演 して ロデオ の呼び もの にな る。1932年,自 分 のオ クラ ホマ の牧 場で,
馬 に蹴 られ て不 慮 の死 を とげ る。71歳 。
0プ リ ト ン ・ジ ョン ス ン(BrittonJohnson)。「み ご と な体 格 の 黒 光 り した 漆 黒 の 黒 人 」 で,
南北戦争 当時,テ キサスの辺境では最高の射撃の名手。テキサス平原で大勢のイ ンディア ン
を相手 に交戦,2人 の味方 とともに壮絶 な死を とげ る。
6.バ ッ フ ァ ロ ー ・ソ ー ル ジ ャー た ち
爾北戦争後,ア メ リカ政府は西部地区に歩兵隊と騎馬隊 とを派遣 して,開 拓者 とインディ
ア ンとの 武 力 衝突 を 避 け よ うと した。 もと も と東 部 に いる主 だ った イ ンデ ィア ン部 族を,ミ
シ シ ッピー川 以西 の 土 地 に移 動 させ るこ とは,ジ ャ ックス ン大 統 領時 代 に決 定 され て い た事
項 で あ った。 こう した部族 には今 日の オ クラホマ 州の1部 で あ るイ ンデ ィア ン特 別 保護 区が刮
当 られ て お り,こ れが永 久 に彼 らの土地 にな るはず であ った。 ところが まえ に述べ た よ うに,
開拓民 たちは インデ ィアンたちを,半 ば野蛮な人種 と勝手に決めつけ,彼 らが狩猟や漁獲に
従事 してきた遊牧民であ るか ら,こ のすば らしい土地を有効に利用できるとも思えず,そ の
結果,政 府の決定 に もかかわ らず,白 人たちが この土地に侵入 していたのである。開拓民た
ちは土 地の所 有 を,神 の意 に叶 う自分 たちの ミッ シ ョンと考 えて いた。 なぜ な ら農耕 こそは,
祖先の ピュー リタン以来伝統的な彼 らの生活様式であ ったか らだ。 この ような開拓民 とイ ン
デ ィア ンとの土 地 をめ ぐっての確 執 に駆 りだ され た のが,黒 人部隊 で は4つ の連隊,す なわ ち
第9,第10騎 兵連 隊 と,第24,第25歩 兵部 隊 で あ った。彼 らの任 務 は,政 府 の政 策 と1…1人
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の欲望 とがすでに守 ることができな くな っていた平和を,な ん とか維持す ることに尽力する
ことで あ った 。皮 肉 な こ とは,こ の大 陸で 白人 人種主義 の最初 の犠 牲者 で あ るア メ リカの イ
ンデ ィア ンを,制 圧 しよ うとす る最後 の努 力 に,こ れ ら勇 敢 な黒 人兵士 た ちが懸 命 に 窮化 し
た こ とで あ る。 しか し彼 らは,政 府 と白人 の上 官 た ちの 命令 に従 って,忠 実 に任務 を 果 た し
た 。
イ ンデ ィア ンは黒 人 た ちの短 い ち じれ た毛髪 が,バ ッフ ァロー(野 牛)の 毛 に似 て いる と
ころが ら,黒 人兵 を バ ッフ ァロー ・ソール ジャー と呼ん だ。 白人 兵 は黒人 兵 を ブル ー ネ ッ ト
(brUnet)と呼 ん で い た 。
と ころで,リ ンカ ー ンの 暗殺 につ づ く数年 の うちに,黒 人た ちは 投票 権 を獲 得 し急 速 に失
うに至 ったが,し か し彼 らは,ア メ リカ合衆国陸軍の軍務に服する永久の権利を取得 したの
であ った。黒 人連 隊の編 成 は,西 部 の(対 イ ンデ ィア ンとの)「紛 争解決 」の必 要 と,南 北戦
争申に黒人部隊があげた赫々たる戦果 とに答えて,1866年議会により正式 に認可された。
第9,第10連 隊 の 騎 兵 隊 は,1866年 に,そ れ ぞ れ ニ ュー オ ー リ ンズ,カ ンザ ス の フ ォ ー
ト・レヴェ ンワースで編 成 されたが,2連 隊は西部配属 の騎兵 隊全体 の20%に 当 た って いた。
彼 ら は,ミ シ シ ッ ピー 川 か ら ロ ッキ ー 山 脈 ま で,・カ ナ ダ国 境 か ら リオ ・グ ラ ンデ 川 ま で パ ト
ロー ル し,と きには国境 を越 え てメ キ シコへ 入 り,無 法者や イ ンデ ィア ンの追討 をつ づ けた。
彼 らの 白人 の 斥 候 の な か に は,KitCarsonや"WildBill"Hickokがい た 。Custer将軍 を 含・め て
白入士官のなかには,黒 人騎兵隊 に配属 されるのを拒否す る人 もいたが,な かにはJohnJ.PeRsl}hlg
の よ うに,そ の よ うな配 属 を職業 軍 人 と して の名 誉 と考 え た人 もいた。 若 いパ ー シ ング副官
は,第10騎 兵 隊 を指 揮 して,モ ンタナで は山賊 やイ ンデ ィア ンと,サ ン ・フ ァン ・ヒル では
ス ペ イ ン人 た ち と,メ キ シ コで は 将 軍 に して 盗 賊 のPanchoVmaと 交 戦 し,"B且ackJack"の異
名 を と った 。
バ ッフ ァロー ・ソール ジャーは,反 黒 人 の暴力 や敵意 が 増幅す る時代 に,祖 国 に尽 し,逆
説的 に白人の法や秩序を辺境 に持ちこむ手助 けを した。彼 らの平常の任務 には,牛 泥棒や略
奪者 へ の警戒,測 量 隊 の護 衛,ピ ケやパ トロール の職務,リ オ ・グラ ンデ川 の警 備,牛 の群
れ の護 衛,囚 人の警 備,敵 対す るイ ンデ ィア ンの討 伐,木 材運搬 の 列車 や幌馬 車 の警 護,道
路建設,電 信 線 の架 設 な どが含 まれて いた。彼 らは また市 民 の暴 動を鎮圧 し,指 定 保留地 を,
欲求不満か らあるいは食糧を探 し求めて抜けだすイ ンデ ィア ンを追跡 した りもした。軍隊生
活 は,彼 らの現 実 の きび しい市 民生 活 では と うて い味わえ な い充 実 感を あ たえ て くれ た。
辺 境 の住 民 た ちの平和 と安 全 とを守 って きたに もかかわ らず,彼 らは しば しば 保護 を して
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きた当 の開拓 民 たちの敵意 に直面 した。 ところによ っては軍 隊に救援 を要 請 してお きなが ら,
黒 人兵 士が 派 遣 され て くる と,そ の援 助を拒 否す る ところ もあ った。黒 人部 隊 は イ ンデ ィア
ンと闘 うばか りでな く,保 護 壷求 めた 人た ちの人種差 別主義 と も闘 わな け'れば な らなか った。
テキ サスの ジャ ックス ボ ロの 町では,200人 の白人住民 に対 して27軒 の酒 場が あ ったが,そ
のよ うな西部劇 にあ りが ちな環境 の なかで,1人 の住民が 黒人兵 を1人 殺._;_.1=7し,犯人逮捕 に駆
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けっ けた2人 の'黒人騎兵隊員 まで殺 して しまうとい う事件があった。犯人は白人仲間の陪審に
よ って出 され た評 決 で,無 罪 で あ った。 ま た最高 司令 部 も,バ ッフ ァロ ー ・ソー ル ジ ャー に
対 して,決 して公平 な扱 いを したとは言え なか った。黒人騎兵隊を指揮 して名誉武勲章 を受
けた白人 士官 の1人LouisCarpenter大尉 は,そ の不満 を述べ て言 う,こ の連 隊 には ガ リカ リに
痩せた馬 やつぎは ぎだ らけの装備 しか支給 されたことがない一 いつ もカスター将軍お気に入
りの第7騎 兵隊か らの払下げ品だ,と 。偏見のために彼 らはその存在を認め られず,し ば しば
この よ うな不 公平 な扱 いを受 けた。
後 年(1921),彼らの白 人の前指 揮官 ジ ョン ・J・パ ー シ ング将 軍 は書 い た こ とが あ る,「 か
っ て あの勇 敢 な陸軍部 隊の1員 であ った と誇 りを もって言え るの は名 誉 な こ とで あ る。 この部
隊 はつ ね に,ア メ リカ 陸軍 の歴 史 に栄 光 をっ け加 えて きた,第10騎 兵 隊 は」 と。 「ブ ラ ック ・
ジャ ック」 パ ー シ ングは,10年 以 上 も誇 りを 感 じて この 連隊 の 指揮 を と って きた ので あ る。
南北戦争以来,多 くの黒人 たちが,最 初 に西部の開発の仕癖で重要 な役割 を果た したの は,
陸軍 の軍 人 と してで あ った。
7.蹟
本 稿 を ま とめ る に当 り,下 記 に あげ る文 献 を資料 と して参考 に させ て いた だ い た。 こ こに
記載 した参考書 目は,も ちろん1部 であり,紙 数の関係で,邦 文の文献や翻訳書など全部割愛
せ ざ る をえ なか った 。 また残 念 な こ とは,も とも と参考 文 献 の多 い領域 で は な いの で,そ れ
だ け に皮 肉 と も思 え るのだ が,句 点 か の必読 といわれ る興味 あ る文 献 には,つ い に接 す るこ
とが で き な か った こ とで あ る。 た とえ ば,PorterKWiggins,TheNeg.・oo〃〃1ε湘 ～εf沁α'～F'℃〃"α・
(1971),はそ の1冊 。
最 後 に,い ろ いろ相 談 にの って いただ いた うえ に,貴 重 な ご意 見 まで お きか せ 下 さ った カ
ンザ ス 大 学 のElizabethSchultz先生,ハ ー ヴ ァ ー ド大 学 のWemerSollors先 生 に,厚 く御
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